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学校における感染症への対応について

[bookmark: _GoBack]秋色の候、保護者の皆様におかれましてはますます御健勝のこととお喜び申し上げます。
これまで、感染症に罹患し再登校する際は、受診証明書を提出していただいておりましたが、受診証明書は廃止となりました。代わりに、主治医の指示を保護者が記載する「登校申し出書」と医療機関を受診した際の領収書のコピーを提出していただくことになります。「登校申し出書」は、受診証明書のように医療機関において医師に記入してもらう必要はありません。
感染症と診断された際の主治医の指示を考慮するとともに、出席停止の期間の基準を参考として静養の上、再登校する際に学校へ提出していただきます。
感染症と診断された場合は学校への連絡をお願いいたします。「登校申し出書」をお渡しいたします。また、学校のホームページからダウンロードすることも可能です。
感染症の拡大防止のためにも、御理解の上、ご協力くださるようお願いいたします。

学校における出席停止の期間の基準
	感染症名
	出席停止の期間の基準

	～第一種感染症～
エボラ出血熱、ペスト　等
	治癒するまで

	インフルエンザ
	発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日を経過するまで
※解熱後２日経過していても、発症した後５日を経過していなければ
　登校できません

	百日咳
	特有の咳が消失するまで又は５日間の適正な抗菌性物質製剤による治療が
終了するまで

	麻しん(はしか)
	解熱した後３日を経過するまで

	流行性耳下腺炎(おたふくかぜ)
	耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後５日を経過し、かつ、
全身状態が良好になるまで

	風しん(三日ばしか)
	発疹が消失するまで

	水痘(みずぼうそう)
	すべての発しんが痂皮化するまで

	咽頭結膜熱(プール熱)
	主要症状が消退した後２日を経過するまで

	結核
	病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めるまで

	髄膜炎菌性髄膜炎
	病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めるまで

	～第三種感染症～
流行性角結膜炎、コレラ、
腸管出血性大腸菌感染症　等
	病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めるまで

	～その他の感染症～
感染性胃腸炎、手足口病　等
	病状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めるまで


　《裏面あり》

《裏面》
学校におけるインフルエンザ出席停止期間

インフルエンザに罹患し再登校する際には、以下の２つの条件どちらも満たしている必要があります。
　①発症後５日を経過していること
　　②解熱した後２日を経過していること
なお、発症当日は０日目となります。


正しい例
	
	症状
	発症日
０日目
	発症日
１日目
	発症日
２日目
	発症日
３日目
	発症日
４日目
	発症日
５日目
	発症日
６日目
	発症日
７日目
	発症日
８日目

	例１
	発症後２日目に
解熱
	発熱
	発熱
	解熱
	解熱後
１日目
	解熱後
２日目
	発症後
５日目
	登校
	
	

	例２
	発症後５日目に
解熱
	発熱
	発熱
	発熱
	発熱
	発熱
	解熱
	解熱後
１日目
	解熱後
２日目
	登校




誤った例
×発症した後５日を経過していない



	
	症状
	発症日
０日目
	発症日
１日目
	発症日
２日目
	発症日
３日目
	発症日
４日目
	発症日
５日目
	発症日
６日目
	発症日
７日目
	発症日
８日目

	例１
	発症後２日目に
解熱
	発熱
	発熱
	解熱
	解熱後
１日目
	解熱後
２日目
	登校
	
	
	

	例２
	発症後５日目に
解熱
	発熱
	発熱
	発熱
	発熱
	発熱
	解熱
	登校
	
	



×解熱した後２日を経過していない



※解熱とは、体温が平常時の体温に戻ることです。


